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主が王となるダビデを「見た」とは？（1）
ショート ランドル
（東京基督教大学専任講師）
　　　「わたしはわたしのために王を見た」　83
　　　「わたしはわたしのために王を見つけた」　84
　　　「わたしはわたしのために王を選んだ」　87
　　　「わたしはわたしのために王を備えた」　88
　　　結論　92
（1）本論文は，2010 年に出版された The Surprising Election and Confirmation of King David 
(Harvard Theological Studies 63; Cambridge, Mass.: Harvard Divinity School, 2010) の
第４章の一部（頁 135-44）を翻訳し，多少編集を加えたものである。ここで改めて，翻訳，
出版することを承諾していただいたハーバード大学神学大学院に感謝の意を表したい。また，
翻訳に協力してくれた公文光氏にも感謝している。
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「わたしはわたしのために王を見た」
　主（2）は，２度目にサウル王をイスラエルの王位から退けると断言して後，サムエ
ルに「わたしはわたしのために王を見た」と語られている。第１サムエル記 16 章
１節「角に油を満たして行け。あなたをベツレヘム人エッサイのところへ遣わす。」（3）
の後半部分 JKRlRm yIl wyDnDbV;b yItyIa∂r_yI;k（直訳「なぜなら，わたしは彼の息子たちの
中に，わたしのために，王を見たから。」）には様々な翻訳がある。これはサムエル
をエッサイのところに送り出す根拠として挙げられている（4）。例えば：
　
KJV:  …for I have provided me a king among his sons.
NRSV&ESV:  …for I have provided for myself a king among his sons. 
NJPS:  …for I have decided on one of his sons to be king.
NIV:  I have chosen one of his sons to be king.
McCarter:  …for I have found me a king among Jesse’s sons.（5）
新改訳：　わたしは彼の息子たちの中に，わたしのために，王を見つけたから。
新共同訳：わたしはその息子たちの中に，王となるべき者を見いだした。
   
主の行動，すなわち自分のために王を「見た」（語源 har，ラアー）は，「見つける」
や「見いだす」（新改訳，新共同訳，McCarter），「選ぶ」（NIV, NJPS），「備える」
（KJV, NRSV, ESV）のように訳されている。興味深いことに，これらの訳はそれ
ぞれ，サムエル記でダビデが主から選任された様々な側面を示しているように思わ
れる。
　この論文の目的は，最適な訳文を確定することにはない。むしろ以下の議論に見
られるように，「見つける」「選ぶ」「備える」を考察することが，主によるダビデ
の選任に関する互いに関連しつつ異なる３つの概念的枠組みを理解するのに有用な
（2）新改訳や新共同訳の例に従って，本論文においても太字で表記した「主」は，神聖四文字（hwhy，
YHWH）を指している。
（3）注等で明記のない限り，聖書の日本語訳は，新改訳聖書（第３版）を採用している。
（4）１節の前半にもう一つの根拠が上げられている，すなわち，主がサウルを「イスラエルの王位
から退けている」こと。
（5）Kyle McCarter, I Samuel: A New Translation with Introduction, Notes, and 
Commentary (The Anchor Bible 8; Garden City, N.Y.: Doubleday, 1980), 273.
論文　主が王となるダビデを「見た」とは？
84
アプローチとなることを示すことにある（6）。
「わたしはわたしのために王を見つけた」
　第１サムエル記 16 章１節後半部分で主がサムエルに対して語っている言葉，特
にhar（ラアー）という動詞には，確かに McCarter の “I have found”（7），新改
訳の「見つけた」，新共同訳の「見いだした」などの意味合いがある。英語の “I 
have found” に比べて，日本語の「見つけた」や「見いだした」は，har の語幹
のもつ「見る」のニュアンスを上手く表現している（8）。いくつか後の節でharは，
明らかに「見つけた」，“I have found” という意味で用いられている。同じ 16 章
の 16 節で，サウルの家来が「じょうずに立琴をひく者を捜させてください」と勧
めたのに対し，サウルは 17 節で次のように答えている：
「どうか，私のためにじょうずなひき手を見つけて [yIl aDn_…wa√r]，私
のところに連れて来てくれ。」
新改訳，新共同訳，McCarter ばかりでなく，１節の har は「見つけた」という
意味合いで訳していない NJPS や NIV でも，17 節の harは「見つける」の意味
に訳している（9）。１節を「見つけた」「見いだした」（“I have found”）とすること
（6）言葉の解釈や翻訳は，辞書の定義によって決まるのではなく，狭いコンテキスト（節や章のレ
ベル）と広いコンテキスト（書や聖書全体のレベル）においての用法，またそれぞれのコンテ
キストから得る「情報」に影響される。そして，その特定の解釈に立った翻訳はまた他の箇所
の解釈・翻訳に影響を及ぼしている。この論文はそのような解釈の循環をみるのによい機会と
なるであろう。
（7）McCarter, I Samuel, 273.
（8）しかし，The Message という個人訳において，Eugene Peterson はここを “I’ve spotted 
the very king I want among his sons” と訳していて，日本語の「見つけた」と「見いだ
した」のように，“I have found” の意味合いを視覚的な形で面白く表現している（Eugene 
H. Peterson, The Message: The Bible in Contemporary Language [Colorado Springs, 
Colo.: NavPress, 2002], １サム 16:1 より）。
（9）１サム16:18 では，サウルの家来の一人は，「私はベツレヘム人エッサイの息子を見たことがありま
す。」と言っている。ここでも原文は「yItyIa∂r」（ライー ティー ）となっているが，多くの訳は「見た」，
“I have seen” と訳している。同じ章のなかでさえ，ヘブライ語の同じ単語が英語や日本語のいく
つもの単語に訳されていることからも，翻訳の整合性を保つ難しさがわかる。
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は果たして最適な訳であろうか。このことに関連してサムエル記や旧約聖書の他の
箇所をみるとき，主によるダビデの選びが「神の発見」（divine discovery）であ
ると考えることがわかる。従って，第一サムエル 16 章１節にある主の言葉を，主が，
サウルの後継者である者を何らかの捜索の後に，エッサイの息子たちの中に「見つ
けた」「探し得た」という意味に理解することが可能なのである。
　その理由の一つは，聖書が主を，人を探して見出す方として描いていることによ
る。例えば，第２歴代誌 16 章９節では「主はその御目をもって，あまねく全地を
見渡し，その心がご自分と全く一つになっている人々に御力をあらわしてくださる
のです。」と記され，主が全人類を見渡し，人を探し出す方であることが描かれて
いる。そして詩篇 89 篇 20 節には，ダビデに関する主の宣言が歌われている：「わ
たしは，わたしのしもべダビデを見いだした [yItaDxDm]。」
　さらに，第一サムエル記 13 章には，主が人を探し出す神として描かれている。
サムエルが主の戒めを破ったサウルをギルガルで譴責したとき，サムエルはサウル
の王国は立たないと宣言し（13 − 14 節），続いて「主はご自分の心にかなう人を
求め [vé;qI;b]，主はその人をご自分の民の君主に任命しておられる。」と告げている（14
節後半）。ここでも主は，人を探し求める神，自分が求めた人を見いだすお方とし
て描かれている。
　ここで，13 章 14 節に記されているサムエルの宣言と 16 章１節に記されている
主の宣言とが，構造的に似ていることに注意してみよう（２つの箇所の訳はヘブラ
イ語の上に記されている）：
　　　　　　　　　　　　　　　　　（主は，彼／自分のために，人を求めた）
　　　預言者サムエル（13:14）　　　  vyIa wøl hÎwh◊y vé;qI;b
　　　　　　　　　　　　　　　　　（わたしは，わたしのために，王を見た）
　　　主（16:1）　　　　　　　　　　JKRlRm yIl……yItyIa∂r
両節において，主は完了形動詞（vé;qI;b と yItyIa∂r）の主語となり，前置詞＋代名詞
の構造（wøl と yIl）が表しているように，自分のために，ある動作を行ったこと
になっている。また，サウルに取って代わる者（「自分の心にかなう」vyIa・人と
JKRlRm・王）がそれぞれの動詞の目的語となっている。すなわちこの並列する構造は，
13 章 14 節のサムエルと 16 章１節の主とが，同じ時点において同じ行為（すなわち，
主がサウルに次いで王になる者を探し得たという行為）について語っていることを
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示唆していると思われる（10）。
　13 章 14 節から，主が人の心の内面に特別な関心を抱いていることが見てとれ
るが，このことは第一サムエル記 16 章にも見られる。そして，人の心に対する主
の関心とは，16 章１節の har を「見つけた」「見いだした」と訳すもう一つの根
拠になるであろう。主がエッサイの息子たちの中に王を「ライーティー」（yItyIa∂r，
直訳「わたしは見た」）と言ったとき，サムエルはベツレヘムにその王を捜しに行
ったのである。そしてサムエルがエリアブを見たとき，サムエルは「確かに」主の
メシヤ（油を注がれる者）を見つけた，と思った（１サム 16:6）。しかし主はすぐ
さまサムエルにこう告げる： 
彼の容貌や背の高さを見てはならない [fE;bA;t_lAa]。わたしは彼を退け
ている。人が見る [hRa√rˆy] ようには見ないからだ。人はうわべを見る 
[ 直訳「目を見る」，MˆyÅnyEoAl hRa√rˆy] が，主は心を見る [bDbE;lAl hRa√rˆy]。（１
サム 16:7）
第一サムエル記 16 章において，主が人を退けたり選んだりする時に，その人の心
に何を見，何を求めるのかについては，物語の語り手も主も語っていない。しかし，
ダビデがサムエルの前に連れて来られ，主に「この者に油をそそげ。この者がそれ
だ。」（１サム 16:12）と言われたことによって，主は自分が探していた性質をダビ
デの兄弟の心にではなく，ダビデの心の内に見つけたことが暗示されている。
　以上の展開は，16 章の初めの主の言葉の解釈（または再解釈）と翻訳に影響を
与える。エッサイの息子たちのみならず，イスラエルの子らの間で際立つほどに，
ダビデの心の内に主が喜ばれる何かがあったので，主はダビデを油注ぐためにサム
エルを送った。もし 16 章１節に記されている主の御告げがこのように理解される
ならば，それはたんに 13 章 14 節に記されている主の御告げの繰り返しではない。
13 章 14 節でサムエルは，主が「ご自分の心にかなう人」を探し出されたことだけ
を知らされている。それに対して 16 章１節では，主が見た・見つけた人物の正体
が明らかになろうとしている。その人はベツレヘム人，エッサイの息子たちの一人
（10）現代聖書学においては，サムエル記が作成され伝承された過程について，様々な文書資料が
用いられたという仮説が定着している。例えば，１サムエル記 13 章と 16 章は元々異なる
時代に書かれた資料に基づいていると主張する学者は多い。しかし，サムエル記には，以上
のように，表現の相似やテーマの一貫性が見られ，このことは資料分析に確実性を求めるこ
とを不可能にしている。これらの問題に関しては，Short, The Surprising Election and 
Confirmation of King David（特に第１章）を参照。
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だと明かされている（11）。
　16 章１節の har には，“find”，「見つける」「見いだす」が示す以上の意味が暗
示されており，以下で見るように，yItyIa∂r を「見つける」や“I have found”と
訳すだけでは不十分であると筆者は考えている。しかし，16 章を中心とした第一
サムエル記に見られる「選び」のテーマを考える時，以上のような訳語についての
議論は有意義な試みであると思われる。
「わたしはわたしのために王を選んだ」
　NJPS（“I have decided on”）と NIV （“I have chosen”）は，第一サムエル
16 章１節にある harを「選ぶ」「選択する」の意味で訳している。語幹が「見る」
を意味する動詞 har を，なぜこのように訳しているのであろうか。その理由とし
て先ず，１節でダビデ（13 節で名前が初めて記されているが）と他のエッサイの
息子たちがさりげなく対比されていることが挙げられる（wyDnDbV;b yItyIa∂r，「彼の息
子たちの中に」）。主はたくさんの息子の中で一人を「見た」と言える。さらにベツ
レヘムで主とサムエルの間に交わされたやり取りや，サムエルとエッサイの間のや
り取りから言えることは，主が「彼の息子たちの中に」「見た」という行為の中に
排他的な意味が含まれていたということである。長子が現れた時，主は彼を「退け
た」ことを宣言する。そして，第二子，第三子についても，主はサムエルに，もし
くはサムエルはエッサイに，「この者もまた，主は選んでおられない」と語ってい
る（１サム 16:7, 8, 9）。また，サムエルは７人の息子の全員を見た後にエッサイに，
「主はこの者たちを選んではおられない」と宣言している（１サム 16:10）。最後に，
ダビデがサムエルの前に現れた時に，主はサムエルに「さあ，この者に油をそそげ。
この者がそれだ。」と宣言する（１サム 16:12）。主がダビデの兄たちを「退けた」，
「選んでおられない」，ということは，主は彼らの弟であるダビデを選んだというこ
とになる。ダビデとエッサイの他の息子たちとの間になされた区別を考えてみただ
けでも，エッサイの「息子たちの中に」主が自分のための王を「見た」ことに，ダ
ビデを「選んだ」ことが含まれていることが分かるのである。多くの読者にとって，
NJPS や NIV の翻訳者が先述のように訳したこともうなずけるであろう。
　しかし，主が退けたのはダビデの兄弟のみではなかった。そもそもサウルが王位
（11） サムエルがベツレヘムに送られる前に，１サム 13:14 の他に，もう一カ所で，サウルの「隣人」
（新共同訳）にイスラエル王国は与えられる，と宣告されている（15:28 を参照）。
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から退けられたことが，主がダビデを選ぶ状況を引き起こした理由である。16 章
１節の命令，「角に油を満たして行け。」は，否定的な理由と肯定的な理由との間に
記されている。この内，肯定的な理由，「なぜなら，わたしは彼の息子たちの中に，
わたしのために，王を見たから」についてはすでに検討してきた。しかし，その理
由に先行して否定的な理由，つまり主がサウルを「王位から退けている」という理
由が与えられている（12）。重ねて言うが，yItyIa∂r（ライーティー）をどのように訳す
にせよ，そこにほのめかされているダビデとその兄弟との対比，またダビデとサウ
ルとの対比に気づく必要がある。
「わたしはわたしのために王を備えた」
　多くの英訳聖書（KJV, NRSV, ESV等）は第一サムエル記16章１節の yItyIa∂r （直
訳，「わたしは見た」）を“I have provided”（わたしは……備えた）と訳している。
この１節内外の言葉を根拠に，ダビデの選びを主によって備えられたもの（しかも，
多重な意味で備えられたもの）と捉えることが可能である。英語の“provide” は，
大きく分けて次の意味で用いられる。
１）将来への配慮：providere（pro 〜の前に，videre 見る）という
ラテン語の語源の字義通り。現代ではこの意味は忘れられつつあ
るが，KJV の時代には，まだこの意味が広く用いられていた。
２）事前の準備：すなわち，事前に何かを準備したり，用意したり，
整えたりすること。
３）“to equip,”装備すること：すなわち，ある人や団体等を，何か
の必要に応じて装備し，備えること（13）。
さて，以上のような主が「見る」（har）という行為を，主の“provision”（備え）
と捉えることができるか考えてみよう。
　別の聖書箇所で，harを神の備えという意味で用いている好例は，創世記 22 章
８節であろう。そこでアブラハムはイサクに，「神は自分のために羊を見るであろ
う」（hRÚcAh wø;l_hRa√rˆy MyIhølTaの直訳）と告げている。ここは，「神ご自身が……羊
（12） 主が「サウルをイスラエルの王としたことを悔やまれた」と記されている１サム 15:35 も参照。
（13） OED Online <http://dictionary.oed.com/cgi/entry/50191067> で“provide, v.”を参照。
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を備えてくださるのだ」（新改訳），「小羊はきっと神が備えてくださる」（新共同訳），
“God will provide for himself the lamb”(ESV), “God himself will provide the 
lamb” (NRSV), “God will see to the sheep”(NJPS)（14）等に訳さている。アブラ
ハムが，神がどうやって羊を備えてくださると考えていたかについてはさておき，
その言葉は実現する（15）。そして13節で，神が次のように全焼のいけにえを備え，「見」
届けたと記されている。
　
　　　１）雄羊を所定の場所へ導いたことによる
　　　２）アブラハムが雄羊を所定の時に「見る」ことができるようにした
　　　　　ことによる
　　　３）雄羊をアブラハムの息子，イサクの代わりに受け入れることによる
その動物は２つの意味で神の備えであった。第一に，神は事前に必要な準備をして，
ちょうど良い時に，アブラハムが自分に課せられた務めを果たすために，アブラハ
ムが必要としているもの（雄羊）を備えている。第二に，主が備えた雄羊は同時
にアブラハムの息子イサクの身代わりとなることで，備えられたもの（object of 
YHWH’s provision）だけでなく，備えの手段（subject, or means, of YHWH’s 
provision）にもなっているのである。
　創世記 22 章８節と第一サムエル 16 章１節を比較してみると興味深いことが見
えてくる。動詞の時制，発言者，その他いくつかの要素を除いて，アブラハムが羊
を持って来なかった理由をイサクに説明した言葉と，主がサムエルをベツレヘムの
エッサイのもとに遣わす理由を伝えた言葉とは，似た構造で記されているのである。
　
　　　　　　　　　（神は，彼／自分のために，羊を見る）
　　創世記 22:8　　hRÚcAh wø;l _hRa√rˆy   MyIhølTa
　　１サム 16:1　　JKRlRm yIl wyDnDbV;b yItyIa∂r . . . hÎwh◊y rRmaø¥yÅw
　　　　　　　　　（主は言った……わたしは，彼の息子たちの中に , わたしのために王を見た）
（14） NJPS にあるように，このような場合は，直訳である“see”または“see to”は適切な訳と
なっている。
（15） 特にJon D. Levenson, The Death and Resurrection of the Beloved Son:The Transformation 
of Child Sacrifice in Judaism and Christianity (New Haven: Yale University Press, 
1993), 頁 134-37を参照。
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このような言葉や表現の類似と第一サムエルの全体的な背景を考えた時に，「わた
しはわたしのために王を見た」という主の宣言は，主が民の未来を配慮して，御自
分の目的のために必要なもの（王）を自分自身のためにすでに備えている，という
意味に捉えることができる。この場合にも，主の備えたもの（王という object）は，
やがて民に対する主の備えの手段（王という means or subject）にもなる。よっ
て備えたものである王は，主の目的を果たすために備えられる（be equipped）必
要がある。ここで注目すべきことは，ダビデが物語に登場する時点で，もうすでに
主の備えが王となる者にあったことが暗示されている，ということである。という
のは，主はすでにダビデを御自分の民を牧する者として育て始めていた。
サムエルはエッサイに言った。「子供たちはこれで全部ですか。」エッ
サイは答えた。「まだ末の子が残っています。あれは今，羊の番をし
ています。」（１サム 16:11 前半）
主が王を「見る」ということは，適切な人を探し出し，自らの目的のために選ぶこ
とにとどまらず，御自分の民に良い羊飼いを備えることにまで及ぶ（16）。
　第一サムエル記には他にも，主が早期からダビデを訓練し，御自分の民を牧する
者として準備していたことが示唆されている。ダビデが油注がれる前からある程度
王になる資質を備えていたとしても，そのことをもって主の備えと見なすことはで
きない。しかし，ダビデの羊飼いとしての経験の記事には，この２つを立証する根
拠が記されている。この経験は単なる象徴的なものではない。イスラエルの国が危
機的な状況におかれていた際，ダビデはそこで戦うために主が羊飼いとしての経験
を通して自分を備えてくれたと証言している。ダビデが，挑発するペリシテ人と戦
うことを申し出た時，サウルは「あなたは，あのペリシテ人のところへ行って，あ
れと戦うことはできない」と断言する。「若い時から戦士だった」ペリシテ人に対し，
「まだ若い」ダビデは戦えないとサウルは決めつけている（１サム17:33）。そこで，「こ
のペリシテ人」と戦う準備ができていると考えるダビデがサウル王を説得するため
（16） 例として，２サム 5:2 を参照。「これまで，サウルが私たちの王であった時でさえ，イスラエ
ルを動かしていたのは，あなたでした。しかも，主はあなたに言われました。『あなたがわた
しの民イスラエルを牧し，あなたがイスラエルの君主となる。』」または，創 37:2，出 3:1，２
サム 7:7-8，詩 78:71 も参照。これらの箇所は，神の民の指導者を羊飼いとして描いている。
Short, The Surprising Election and Confirmation of King David, 64-65 も参照。
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に提示する根拠はその体験であった。
　
ダビデはサウルに言った。「しもべは，父のために羊の群れを飼って
います（17）。獅子や，熊が来て，群れの羊を取って行くと，私はそのあ
とを追って出て，それを殺し，その口から羊を救い出します。それが
私に襲いかかるときは，そのひげをつかんで打ち殺しています。この
しもべは，獅子でも，熊でも打ち殺しました。あの割礼を受けていな
いペリシテ人も，これらの獣の一匹のようになるでしょう。生ける神
の陣をなぶったのですから。」（１サム 17:34-36）
ここでダビデは自分の経験や資質にではなく，自分を通して全てを成し遂げる主に
注目している。 
ついで，ダビデは言った。「獅子や，熊の爪から私を救い出してくだ
さった主は，あのペリシテ人の手からも私を救い出してくださいま
す。」（１サム 17:37 前半） 
ダビデがサウルのどの戦士よりもこの戦いに適している（少なくともダビデは誰よ
りも自信があり，意欲的である）ことを主張すると，サウルはダビデに「行きなさ
い。主があなたとともにおられるように」と言い，送り出す（１サム 17:37 後半）。
そしてダビデがペリシテ人を倒した時に，ダビデの証言と主の備えは立証されるの
である。
　もし野獣との戦いを通して主がダビデを備えたと言うなら，ゴリヤテとの戦い（と
それ以降に起こる戦い）はなおさらのことである。王が備えられるのは，創世記
22 章の雄羊のような一回的な出来事ではなく，継続的なプロセスである。そして，
ダビデが神の民の敵と戦い，勝利を得ることを通して，創世記 22 章の備え，すな
わち，以上で見た二重の備えよりもさらに複雑な三重の備えが見えてくる。ダビデ
とゴリヤテの戦いを例にとると，イスラエルを代表する戦士であるダビデ自身が
（17） 次の箇所を参照。「ヨセフは……羊の群れを飼っていた」（創 37:2）。「モーセは……羊を飼っ
ていた。」（出 3:1）。「まだ末の子が残っています。あれは今，羊の番をしています。」（１サム
16:11）。これらの箇所と創世記 22 章においての言葉とテーマの相似点は，ジョン・レベンソ
ン氏の文献を参考にしている。
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主の備えである（David is the object of YHWH’s provision）。同時に，ダビデ
は主の備えの手段である（David is the subject of YHWH’s provision）。すなわ
ち，ダビデは主の御名により勝利を得，敵からの救いを民にもたらしている。そし
てさらに，この体験を通してダビデ自身は主の備えの受取人・受給者となっている
（David himself is the recipient of YHWH’s provision）。すなわち，羊飼いとし
ての経験と同様に，この新しい訓練はダビデにとって，これからイスラエルの王・
羊飼いとして必要な備えとなっているのである。
結論
　
　ダビデが第一サムエル記の物語にまだ登場せず，その名がまだ記されていない時
点で，ダビデは主に見られ，イスラエルの新しい王としての使命が定められていた。
主が「ご自分の心にかなう人」を求めた時に，主はダビデを見つけた。主がサウル
を「王位から退けた」時，主はダビデを選んだ。そして，御自分の民の羊飼いとし
てサウル王はふさわしくないと主が考えた時，主はダビデを備えた。民の目にはダ
ビデは無名の成り上がり者であり，ダビデが選ばれたのは不可解で驚くべきことで
あった。しかし読者にとっては，イスラエルの王位に就く者としてのダビデの正当
性は問題にはならない。主がサウル王を退け，ダビデを選任したことは，第一サム
エル 16 章の前半ですでに定められ，読者に明かされており，内包された読者（the 
implied reader）や理想的な読者（the ideal reader）はそれ以降にダビデが即位
したことに対する弁明や正当化を必要としない。むしろ，読者は第一サムエル 16
章以降に続く物語を通して，主による，まことに驚くべき，そして不思議なダビデ
の選びの承認とその実現を目撃していくことになるのである。
